
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
高電圧発生器を内蔵した静電塗装ガンと直流電源を含む電源回路とを電源ケーブルで接続
した高電圧発生器内蔵静電塗装ガン において、前記直流電源
とインバータとの間に直列に介設した抵抗と、該抵抗の前後における電位差を検出して増
幅する差動増幅器と、該差動増幅器の出力があらかじめ設定した設定値より小さいときに
ＯＮ信号を出力する比較器と、前記電源が正常に出力しているときにＯＮ信号を出力する
電源電圧検出器と、該電源電圧検出器と前記比較器の両方がＯＮ信号を出力したときに異
常信号を出力する異常信号出力器とからなることを特徴とする高電圧発生器内蔵静電塗装
ガンの電源ケーブル断線検出装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は高電圧発生器を内蔵した静電塗装ガンと電源とを接続する電源ケーブルの断線を
検出する装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
高電圧発生器を内蔵した静電塗装ガンを用いた静電塗装において、高電圧が停止する原因
としては、電源が切れた場合、高電圧発生器が故障した場合、電源ケーブルが断線した場
合などがあるが、従来は、高電圧停止の原因を知らせる装置が無かった。
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【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明が解決しようとする課題は、電源ケーブルの断線をすぐに知ることができず、復旧
に時間がかかるということである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明はこのような課題を解決するための手段として、直流電源とインバータとの間に直
列に介設した抵抗と、その抵抗の前後における電位差を検出して増幅する差動増幅器と、
その差動増幅器の出力があらかじめ設定した設定値より小さいときにＯＮ信号を出力する
比較器と、電源が正常に出力しているときにＯＮ信号を出力する電源電圧検出器と、その
電源電圧検出器と比較器の両方がＯＮ信号を出力したときに異常信号を出力する異常信号
出力器とからなる構成とした。
【０００５】
【発明の作用及び効果】
本発明は上記構成になり、電源ケーブルが断線すると電流が止まるため抵抗の前後の電位
差がなくなって差動増幅器の出力があらかじめ設定した設定値より小さくなり、比較器が
ＯＮ信号を出力する。このとき、電源が正常に出力している場合には電源電圧検出器がＯ
Ｎ信号を出力して異常信号出力器から異常信号が出力され、電源ケーブルの断線が検出さ
れる。
【０００６】
なお、電源が切れて電流が止まった場合には、比較器はＯＮ信号を出力するが電源電圧検
出器がＯＮ信号を出力しないため、異常信号は出力されない。
【０００７】
【実施例】
以下、本発明の一実施例を添付図面に基づいて説明する。
【０００８】
図１は直流送電の場合を示し、１は直流電源２を含む電源回路であって、直流を交流に変
換するインバータ１４と高電圧発生器３を内蔵した静電塗装ガン４が、電源ケーブル６に
よって接続されている。５は静電塗装ガン４の高電圧出力端子である。
【０００９】
図２は交流送電の場合を示し、電源回路１内にインバータ１４が含まれている。
【００１０】
上記は公知の高電圧発生器内蔵ガンを備えた静電塗装装置であるが、本実施例においては
、電源２とインバータ１４の間に抵抗７が直列に介設されている。
図３は電源ケーブル断線検出回路のブロック図であって、前記した抵抗７の差圧を検出し
て増幅する差動増幅器８の出力と、あらかじめ一定の値を設定した設定器９の出力が比較
器１０に入力するように接続されている。
【００１１】
比較器１０は差動増幅器８の出力が設定器９の設定値より小さい場合にのみＯＮ信号を出
力するようになっている。
【００１２】
１１は電源２が出力しているときにのみＯＮ信号を出力する電源電圧検出器であって、そ
の出力と比較器１０の出力がＡＮＤ回路１２に入力し、その出力により異常信号出力器１
３が作動するように接続されている。
【００１３】
次に、本実施例の作動を説明する。
【００１４】
電源２が正常に作動し、かつ、電源ケーブル６が断線していないときは、抵抗７に電流が
流れるため、その前後に差圧が生じ、その差圧が差動増幅器８により増幅されて比較器１
０に入力される。その値は設定器９に入力された設定値より大きいため比較器１０からの
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出力はＯＦＦであって、電源電圧検出器１１からの出力がＯＮであってもＡＮＤ回路１２
の出力はＯＦＦであって、異常信号出力器１３は作動しない。
【００１５】
電源ケーブル６が断線したときは抵抗７に電流が流れないため、その前後の電位差がなく
なって差動増幅器８の出力が設定器９に入力された設定値より小さくなり、比較器１０か
らＯＮ信号が出力される。したがって、電源２が正常に作動して電源電圧検出器１１から
の出力がＯＮである場合にはＡＮＤ回路１２の出力はＯＮとなって異常信号出力器１３が
作動する。
【００１６】
電源２が切れている場合には電源電圧検出器１１の出力はＯＦＦであるから抵抗７に電流
が流れなくても異常信号出力器１３は作動しない。
【００１７】
したがって、電源ケーブル６の断線を直ちに知ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例の高電圧発生器内蔵ガンの電気回路のブロック図である。
【図２】本発明の他の実施例の高電圧発生器内蔵ガンの電気回路のブロック図である。
【図３】断線検出回路のブロック図である。
【符号の説明】
１：電源回路
２：直流電源
３：高電圧発生器
４：ガン
６：電源ケーブル
７：抵抗
８：差動増幅器
９：設定器
１０：比較器
１１：電源電圧検出器
１２：ＡＮＤ回路
１３：異常信号出力器
１４：インバータ
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【 図 １ 】

【 図 ３ 】

【 図 ２ 】
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